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2018年度ウィッグ・サポーター活動 実施報告 

＜説明会様子＞ 
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＜実施概要＞   

  2017年10月～12月にかけて全国の看護学校10校にて説明会を実施。  
  967名の看護学校に対して、プロジェクト紹介とウィッグサポーターへの呼びかけを行い、92名がサポーター活動を 
  行いました。 
  パンテーン製品は説明会参加者へ配布、サポーター活動参加者には1月、4月の2回に分けて配布。 
 
＜説明会実施日・実施校＞ 

2017年 
説明会日程 

学校名 
2017年 
説明会人数 

10月3日(火) 横浜実践看護専門学校 83 

10月24日(火) 昭和大学医学部附属看護専門学校 157 

10月31日
（火） 

国立病院機構岡山医療センター附属 
岡山看護助産学校 

104 

11月6日(月) 八戸学院大学 66 

11月13日
（月） 
＊１回目 
12月14日
（木） 
＊2回目 

聖マリアンナ医科大学看護専門学校 
85 
73 

11月29日
（水） 

深谷大里看護専門学校 45 

12月4日（月） 東京純心大学 看護学部看護学科 71 

12月7日(木) 東都医療大学 132 

12月15日
（金） 

藤田保健衛生大学看護専門学校 78 

12月21日
（木） 

岩国医療センター附属岩国看護学校 73 

合計 10校 967 

プロジェクト概要の説明、映像を通じての活動紹介、 
また一部の学校では、キレイの力プロジェクト第一期生
の栗橋登志さんが説明会の実施やご自身の体験を 
お話しいただきました。 



（２）｢キレイの力｣プロジェクトをどこで 
           知りましたか？（複数回答可） 

2018年度ウィッグ・サポーター募集説明会 参加者アンケート結果 

（1）説明会の前に「キレイの力」プロジェクトをご存知でしたか？ 

内容も知っ

ていた, 

16.8%  

名前を聞いたこ

とがあった, 

17.4%  知らなかった, 

65.6%  

無回答, 0.1%  
N=797 

13.6%  

1.1%  

12.5%  

3.7%  

0.7%  

0.4%  

6.6%  

49.1%  

16.5%  

その他 

無回答 

テレビニュース 

テレビＣＭ 

新聞 

雑誌 

インターネット 

校内の掲示や先生から 

先輩や友人･知人に聞いて 

N=273 

[その他の内容] 
・去年の説明会(16) 
・参加したことがある(6) 
・講義(3) 
・学校のパンフレット(3) 
・母から聞いていた(2) 
・YOUTUBE佐々木あさひさん 
・ダレノガレのツイッター 
・岡山医療センターのパンフレット 
・去年ヘアドネーションした 
・芸能人のブログ 
・祖母が言っていた 
・美容院で知った 3 



看護学生 サポーターズ活動アンケート（1）一回目ヘアケア製品送付時 

Q.サポーターとして参加した理由 N=67 

(自由回答）Q1.サポーター参加理由 

Q.「がん」について思うこと（回答のあったもの） 
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（複数回答可） 

18%  

67%  

81%  

身近にがん患者さんがいる 

説明会でDVDを見てやってみたいと思った 

患者さんのために何かしたかった 

・小学生の妹が髪の毛を31ｃｍ寄付したので 
・実習で患者さんにお世話になるので、少しでも恩返しができればと思ったから 
・前回、サポーターとして参加した時、実習以外でも患者さんのために何かできる活動ができているのはいいなと思い、 
 今回も参加しました 
・一年生のときにできなかったので、やろうと思った 
・がん看護に興味があり、がんセンターへ就職も考えているため 
・遺族会へ参加した時に、患者のもっとも身近であった家族との会話から 
・学生でも患者さんの力になれるので参加しました 
・何か少しでも役立つことがしたかった 
・大学の先生からこのプロジェクトの話を聞いた時に、今まで一度も染めずに伸ばしてきたこの髪が役立ったらと思い参加を 
 決意した 
・祖母が乳がんを患っていたという過去があるため 
・医療用のヘアウィッグは何十万もすることを説明会で初めて知りました。それに、このような体験は看護学生にしかできない 
 と思ったのでやってみようと思いました。 
・身近にがん患者さんがいたため 
・以前参加したいと思い、自分でいろいろと調べたのですが、どのように申し込んだらよいかわからず、あきらめてしまった 
 ため、チャンスがあるならばやりたいと思ったからです 
・結局髪を切るなら提供しようと思った 
・前回も参加して、もう一度したいと思ったため 

・長い期間の治療で身体的にも精神的にも辛いと思う 

・治療とかで身体的にも精神的にも大変かと思います 

・化学療法を受けるとつきものな副作用は様々で、身体的苦痛と戦いながらも、脱毛に関しては精神的な苦痛も与えてしまうため、 
 心のケアとして行えることは看護学生としてできることをしていきたい 

・治療するのに様々な苦を乗り越えなければならない 

・抗がん剤治療の副作用が強い。再発が多い、闘病しながら働いている人もいる 

・がんは病気の中でももっとも用紙が変化していく病気 

・がん患者は心身ともに辛いと思います。また、がん患者を周りで見ているご家族もとても辛いのではないかと思います 

・がんと言われるだけで、他の疾病も同じかと思いますが、気持ちは暗くなります。不安だったり、希望を無くす人もいます。 
 そんな人を少しでも何らかの形でケアしたいです 

・早期に見つかれば、治る可能性があるが、発見が遅くなると転移しており、抗がん剤の治療でたいへんおつらい思いをされている。  
 「がん」という言葉を聞くだけで精神的にショックを受けると思う 

・進行がはやいため、早期発見・治療がとても大切になってくると思います 

・体だけでなく心も大きな傷がつき、私たちには想像もつかないような大変苦しく辛いことだと思います 

・進行度によっては腫瘍をとり除くことができず、患者は死を意識してしまう 

・祖母が、抜毛で悩んでいてウィッグを使っていたのですが、がんになって体が痛かったり辛かったりするのに、それにプラスして 
 副作用によって髪の毛がどんどん抜けていってしまうのは、とても辛く生きる希望もなくなってしまうと感じました 

・誰にでもがんになる可能性がある。予防していてもなることはある 

・どんな人も癌になりたくてなる訳ではないこと。いずれ、もしかしたら、自分もなるかもしれない、説明会でDVDを見て、がん患者さん 
 の少しでも力になりたいなと感じました 

・抗がん剤の副作用により、脱毛以外にも様々な影響がある。免疫力も低下し、思うように身体を動かせなくなったり、入院前と比べて 
 体重減少もあり、心身共に辛い思いをされると思う 

・死を身近に感じてしまう、不安が多い病気だと思います。その不安をヘアウィッグで少しでも少なくしたいです 

・がんを発症されると心身ともに大きな負担となるから、体の治療だけでなく心のケアも大切にしていかなければならない 

・日本人の2人に1人はがんになると言われている時代で、「がん」という言葉を1日に聞かない日がないなと感じます。身近にも「がん」 
 を患っている人がいます。少しでも何か役に立てる事があるなら役に立ちたいと思います 



(自由回答) 

Q.サポーターになってからのお気持ちについて（複数回答可) 

看護学生 サポーターズ活動アンケート（2）二回目ヘアケア製品送付時 

Q.サポーターになってからの行動について（複数回答可) 
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(自由回答) 

N=52 

N=52 

31%  

42%  

69%  

がんについて、よりよく考えるようになった 

患者さんの気持ちについて、よりよく考えるようになった 

自分の髪が患者さんの生活に役立つかと思うとケアに力が入る 

75%  

88%  

サポーターの活動内容を家族や友達に説明した 

サポーターになったことを家族や友達に伝えた 

・自分の髪が役に立つと考えると嬉しく思う 

・がん患者の人たちのために髪を伸ばしていると思うとケアに力が入るようになったが、本当に自分のこの髪でウィッグができるか 
  不安になってきた 

・少しでも良い髪を提供したいと思うようになりました 

・患者さんを受け持たせて頂く際に、疾病のことばかりでなく、もっと患者さんの気持ちを考えて関わりたいという気持ちが以前より 
  強くなった 

・普段髪のケアはあまり気にしていなかったのですが、自分の髪を待ってくれる人がいると思うと、なるべく痛まないようにと意識してケア 
  するようになりました 

・髪の毛をきれいにするように心がけてから、周りからもほめられるようになりました 

・周りの人に伝えると「そういうのがあるんだね」等きかれました 
・父が美容師なのでサポータになったことを伝え、美容院でもできないか協力をあおいだ 
・家族や友人には積極的に話すようにし、こういう活動があるということを知ってもらいました 
・30ｃｍ以下でも寄付できることを説明したら、驚いている友人が多かったです。 
・髪へのダメージが少ない洗い方を調べて実践している 
・今後与えると考えると、きちんとケアしなきゃとおもうようになった 
・髪を丁寧に洗うように心がけるようになった 
・美容院でケアした。美容師にも広めた 



Q.「看護職」という職業について気持ちの変化 
（回答のあったもの） 
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看護学生 サポーターズ活動アンケート（2）二回目ヘアケア製品送付時 

・誰かの役にたてることについて、良く考えるようになった 

・患者さんの思いをより近くに感じる事が出来たと思うので、実習では今まで以上に患者さんに寄り添って 
 いけると思います 

・患者さんの見ることはできない気持ちを感じ取り、寄り添うことが大事だと思った 

・人の役に立ちたいという思いが強くなりました 

・患者さんの気持ちを考えることの大切さを身につけるキッカケとなりました 

・看護職として、寄り添うだけでなく、貢献できることがあるとわかりました 

・患者さんの気持ちに寄り添えるような看護師になりたいと思った 

・自分の髪の毛を待っていて、喜んでくれる人がいると思うと、うれしいし、その人たちのために、髪をきれいに 
 保とうと思いました。こういう気持ちが看護師には必要とおもいました 

・患者さんの生活に寄り添うことも求められると思いました 

・他の看護師さんよりもがん患者さんの気持ちに向き合うことができると思った 

・看護職に就くひとりの人間として、副作用等で髪が抜けてしまうという辛い経験は知っておくべきだと感じて 
 いたが、現実としてそれは不可能なのでこの活動を通して少しでもそのような患者様の力になれたらと 
 思うようになった 

・患者さんの援助やサポートを髪を提供するという形でもすることができるとわかり、今後もこういった活動に 
 参加していきたいと思うようになった 

・今回のプロジェクトで一人でも多くの人が、前向きな気持ちになってもらいたいと思っている 

・患者さんの気持ちを思いを考え、何が出来るかを深く考えるようになった 

・看護職は人の役に立てる素晴しい職業であることを再認識し、なりたいという気持ちがさらに強くなった 

・目の前にいる人の事だけでなく、様々な形で人の役に立てることがあると思い、こういった機会があれば 
 参加してみたいです 

・何かできることはないかと常に意識するようになった 

・勉強している知識や技術だけでなく自分の髪の毛も役に立つと思うとすごくうれしい 

・仕事だけでなく、こういった活動によって少しでも患者さんの役にたてることを感じた 

・誰かのためということについて考えるようになりました 

・患者に寄り添える看護師になりたいと思う 

・ひとりひとりの患者さんに対して自分のできることはそれぞれ違うと思うので、その人にあった看護をして 
 いきたいです 

・処置やケアだけが看護ではないとおもった 

・患者さんのことをもっと考えようという気持ちが増した 

・学生のうちから、患者さんのためということを考え、実習でも患者のために何ができるか考えて行動するように  
 なりました 

・今は学生であるため、なかなか患者のためになる看護はできていないが、看護師になったらもっと大きな事で  
 患者のためになりたいと思った 

・看護職は間接的にではなく直接的に患者にかかわれるので、患者さんの喜びなどを共有できるので、 
 良い職業だと思います 

・患者さんのことをしっかり考えるようになった 

・看護職として患者さんのふあんについてもっと深く考えるようになりました 

・看護処置以外でも役に立てる事があると感じる 



Q.社会貢献について気持ちの変化（回答のあったもの） 
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看護学生 サポーターズ活動アンケート（2）二回目ヘアケア製品送付時 

・自分の小さな行動でも誰かの役に立っていると思い、積極的に寄付などを行うようになりました 

・患者さんに少しでも何らかの形で返していけることが嬉しい。実習では受け入れてもらうだけなので 

・看護師などの医療職従事者でなくても、特別なスキルがなくても患者さんの役に立つことができるとおもうよう 
 になりました 

・もっともっといろんなボランティアに参加していきたいとおもった  

・私でも社会貢献できると思うと嬉しくなりました 

・自分の髪が使ってもらえることで、笑顔になったり、生きる希望になるという考えをもつようになりました 

・今後も多くの活動に参加し、社会貢献していきたい 

・献血や、このような活動に積極的に取り組みたいとおもいました 

・ボランティアは自分が参加仕様と思うと参加できるので、できることをやってみようとおもいました 

・自分の髪を切って、がん患者さんにあげるのもいいことだと思った。一人でも多くのがん患者さんに勇気や 
 希望をあたえられるのかなと思う 

・もともとロングヘアの私にとって、髪を伸ばすことはそんなに苦痛なことではないので、このような活動がもっと 
 広まって色んな人が活動に参加できるとさらに良いのではないかとおもう 

・自分の髪が役に立つのが嬉しいという気持ちが強くなった。今後もこういった活動に積極的に参加していき 
 たいと思う 

・どんな小さなことでも自分に出来ることに取り組みたいと思った 

・誰でも簡単に社会貢献ができるということを知った 

・社会貢献には様々な形があると思いました 

・ボランティア活動に積極的に参加するようになった 

・他にも何かできることはないか考えるようになった 

・人の役にたてるということはすごく良いことだし大切な気持ちだとおもった 

・自分が何かを考え、行動にうつすことに意味があるのではと感じるようになった 

・人の役に立つことをこれからも行っていきたい 

・誰かのために何かをするということは、相手のことも自分のことも大切にしていなければいけないのかなと 
 考えるようになりました 

・学生の内から、がん患者さんの役に立てることはうれしいと思う 

・自分にもできることがあるのだという気持ちになった 

・いつもだったら髪は切って終わりだったけど、誰かのためになるのはすごいなとおもいました 

・ウィッグサポーターという小さなことであっても、誰かのためになることは事実であることが分かりました 

・直接ではなく間接的にも社会貢献できるのは良いと思います 

・自分の髪が誰かの役になることがあると知り、これがいろんな方に広まると良いなと思い友人に 
 話すようになった 

・どこかで誰かが笑顔になっていると思うと頑張れます 

・見ず知らずの患者さんの力になれる、その方の励みになれると思うと、嬉しく思います 

・自分が出来ることを少しだけでも社会貢献として行うだけでなく、大人になったなと感じるようになった。 
 これを機に、他の社会貢献にも積極的に参加しようと思う 



看護学生 サポーターズ活動アンケート（3）ヘアカット時   

Q.活動を終えた気持ち（複数回答可) 
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Ｎ＝74 

50% 

23% 

57% 

57% 

23% 

18% 

45% 

93% 

他の人にもこの活動について伝えたい 

髪をケアしながら優しい気持ちになれた 

患者さんに何か役立てることがないか、良く考えるようになった 

看護職になる上で役立つ経験だった 

髪がきれいになって嬉しい 

髪の質感が前より良くなった 

患者さんの気持ちをよりよく考えるようになった 

患者さんの役に立ててよかった 



Q.サポーター活動を振り返っての感想 
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・今の自分にやれることをがんばろうと思います 
・且つ道中は伸ばすのが大変で暑かったり、染められないのでやめようかなと思うことが何度もあったけれど、 
  今は自分の髪の毛で患者さんが笑顔になれることが嬉しいです 
・こんな自分でも役に立つことができるなら嬉しいと思う 
・切った髪をみて、この髪が役に立つことを考えると嬉しくなった 
・この活動に参加すると決めた時は自分の髪ではたしていいのか悩んだが、パンテーンを使い始めて髪質がよくなり、 
  自分のためというより患者さんのためのケアという思いが強くなった。長さは足りないかもしれないが、違う形でも 
  サポートできてよかった 
・意識を高める事 
・自分の髪の毛を使って、役立てて嬉しく思う 
・患者さんに役立ちたいという思いから始めてこのサポーターになれてよかったと思います。この髪で喜んでもらい 
 たいという気持ちが活動を終えた時に強く感じました 
・患者さんの気持ちを考えることができる時間だった 
・少しでも患者さんの役に立てるのであれば嬉しい 
・自分の髪が患者さんの役に立てるということが本当に嬉しかったです。且つ道中は、髪の手入れを以前よりも 
  丁寧に行いました。今後も続けていきたいです 
・この活動が人生の糧になれば良いなとおもいます 
・ずっと伸ばしてケアをするのは大変でしたが、誰かのために力になれると思って頑張りました。喜んでもらえたら 
  嬉しく思います 
・患者さんの役に立てるだけでなく、自分ががん看護について今までより深く考えていくよい機会となった 
・少しでも患者さんの役に立つことができればよいと思い活動を始め、且つ道中はヘアケアに力を入れ、私の髪の毛 
  の質感が良くなりとても嬉しかったです。活動を終えて、また何かできることがあれば行っていきたいと思いました。 
  すごく良い経験ができました。ありがとうございます。 
・活動を始める時は、すぐに生えてくるし、役に立てるのであれば少しくらいと思っていました。活動を終えて髪が短く 
  なったとき、脱毛で悩んでいる患者さんの思いが分かりました。良い経験になりました 
・活動を始める時はあまり実感がわかず、ただ髪を伸ばしてきたけれど、実際に切ってみて、髪をみたらこれが本当 
  にウィッグになるのかと、これで喜んでもらえるのかと、嬉しく感じました 
・活動期間はあっという間に終わってしまったけど、いざ髪を切るとなって役に立てるという実感がわいてきました 
・まだ学生の自分でも出来ることがあるということを知り、活動に参加しました。髪を伸ばし続けることが久々だった 
  ので、ケアが大変でしたが、パンテーン商品で、大切にケアしてこれたと思います 
・患者さんの日常生活を送る上で役に立てばと思いました 
・髪を伸ばすのは大変だったが、この髪が誰かの役に立てるなら、頑張ろうと思えた 
・数か月間伸ばし続けた髪を切って、やっと患者さんの元に届けられると思い、とても嬉しい気持ちです 
・自分の髪が誰かの役に立てると思い、しっかり髪のケアをするようになりました。自分の髪を寄付することで少しでも 
  多くのウィッグを作ることができ、患者さんにウィッグを届けられると嬉しいです 
・ずっと長かった髪を、どうせ切るなら役立たせたいと思い参加しました。思い切って切ったことでスッキリしたし、この 
  髪が誰かの役に立つと思うととても嬉しいです 
・学生という立場ですが、患者さんにとって自分らしく笑顔で生活をしてほしいと思い、活動に参加させていただき 
  ました 
・まだまだ知識や技術が未熟で何も出来ないと思っていましたが、こうして髪の毛を伸ばし、寄付するだけで少しでも 
  【役に立てる】と思ったら嬉しかった 
・活動開始時は、患者さんの役に立ちたいと思い始めたが、日が経ち、実習抗がん剤治療中の患者さんとかかわった 
   りする中で、これまで実習中しか気持ちを考えていなかったがケア中も考えることができた 
・頑張って少しでも長く髪が伸びるよう、気をつけて活動をさせてもらいました。お役に立てる髪の長さまで伸ばすこと 
  ができていないかもしれませんが、少しでもお役に立てたら幸いです 
・自分では特に何とも思っていなかった、髪の毛でも、患者さんにとっては、特にきにしてしまう部分であると分かり、 
  自分の髪が患者さんを笑顔に出来ればいいなと思います 
・がん患者さんへのケアの視点が広がった 
・活動に参加するたび、患者さんについて考えることが多くなり、看護師として働いていくために良い経験となった 
・活動を知ってから、サポーターになりたいと思いました。活動を終えると、患者さんのために役に立てるのだという 
  思いがとても強くなり、参加して良かったなと思いました 
・自分の髪の毛が役に立つというのは不思議な感じだが、患者さんに喜んでもらえたらとても嬉しい 
・実習でお世話になる患者さんのために何かが出来ることは無いかと思い始めた。自分の痛んだ髪ではあまり役に 
  立てないと思ったけど少しでも、患者さんのためになればいいなと思います 
・髪の毛が抜けていくその辛さはどのようなものだろうと考えるようになった 



Q.サポーター活動は、今後の看護職としての活動にどのように生かせると思いますか。（回答のあったもの） 
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・病気の治療や進行によってボディイメージに不安を持つ人は多い。ということは学んでいましたが、この活動に 
 出会わなければ深く考えることは無かったかもしれないので、【目を向ける】良い経験をしました 
・いろんなことが患者さんのためになるということが分かった。その考えを今後も頭に入れて活動していこうと 
 思います 
・髪の毛をバッサリ切ることはやはり少し抵抗があったので髪の毛の大切さを改めて知ることができたため、 
 患者さんの気持ちを少しでも理解することができるのではと思う 
・患者さんのことを考えた行動がとれる 
・患者さんの気持ちを考えることにつながると思う 
・がん患者さんの髪が抜ける悲しみなどの思いをくみ取りながら、かかわっていけると思う。またそれだけではなく 
 《見た目》に対するケアも必要だと分かった 
・がんなどで悩む患者さんの励みになるようにいかしていきたい 
・がん患者さんの気持ちをより理解することができたからこそ、今後の看護師としての患者さんとの向き合い方が 
 変わってくるのではないかと改めて思いました 
・自分の提供した髪で頑張ってがんとたたかっている人がいると思うと、私も看護師として頑張らなきゃいけないと 
 思う、意欲につながると思います 
・より患者さんの気持ちを考えることができると思う 
・相手の気持ちを考えて行動するという点が今後の看護職としての活動に生かせると思いました。患者さんが 
 今何を望んでいるのかをちゃんと理解できるよう今後も勉強していきたいです 
・病院内だけでの看護だけでなく、違う視点からの支援を考えるきっかけとなりました 
・患者さんのために自分になにができるか考えることの大切さを知りました 
・治療だけでなく、患者さんの尊厳を守った看護が学べた 
・患者さんの気持ちを考え、看護できると思います 
・こういった些細なことでも、患者さんの心のケアが出来ることを学びました。今回の活動を通じて、心のケアにも 
 関心を向けることを学びました。今後生かしたいです 
・活動を通して、ヘアケアを面倒くさいと思っても、患者さんが喜ぶこと恵尾考えると患者さんのためにやらなくては 
 と思えたので、今後、看護職として大変なことがあっても患者さんのために頑張りたいです 
・サポータ活動を通して、自分にもできることがあるんだと感じる事が出来たので、今後看護師として働いた時に 
 自分にもできることは何か？ということを考えながら、患者さんに寄り添っていくことができるのではないかと 
 思いました 
・患者さんの痛みを自分がかわってあげることはできないけど、ウィッグ提供という形で、精神面のサポートが 
 出来たと思います。患者に精神面で我慢させるのではなく、自ら気づいてケアすることができるのではないかと 
 思います 
・患者さんのボディーイメージについて考えることができると思いました 
・誰かのために頑張る気持ちをもてた。ウィッグの存在をしることができた 
・患者さんと接する時、患者さんが今どのような気持ちなのかを考えながら、きちんと寄り添えると思った 
・抗がん剤などで髪が抜けてしまった患者さんの気持ちを考えながら髪のケアをしていたので、患者さんの気持ち 
 に寄り添うという点で、今後生かせると思います 
・がん患者さんの気持ちが少しでもわかった気がした。また、サポーター活動に参加したという事実が自分の自信と 
 なった 
・医療面以外でも患者さんに喜んでもらえたり、笑顔になってもらえることがあるのだと改めて感じました 
・がん治療などで髪が抜けてしまっても「医療用ウィッグ」というものがあると教えることができ、多少？でも励ます 
 ことができるのではないかと考えています 
・抗がん剤治療による脱毛のある患者さんにウィッグをよりすすめやすくなった。また気持ちも深く考えれたので 
 ボディイメージの低下がある患者の思いをくみとめていくのに生かせる 
・患者さんの気持ちを理解する上で、生かせると思います。このような非常に貴重な体験をさせていただき、 
 ありがとうございました 
・同じ気持ちをしている患者さんに、紹介することも出来ると思うし、より近い気持ちで共感できると思います 
・日常生活を送る上で、髪型は患者さんだけでなく、私たちも気にするところだと思います。そういう「あたりまえ」の 
 ことで困っている、悩んでいる、というのを今後の看護にいかしたいです 
・患者さんの気持ちを考え、身体のケアだけでなく心のケアにおいても患者にあったケアが行えると思う 
・私でも患者さんの役に立てるのだという自信が湧きました。今後は患者さんに小さなことでも役に立てるように 
 何か自分が出来ることをしていきたいと思います 
・患者さんの役に立ちたいという気持ちを、行動に移すことができたので、これからもしっかり行動にうつせるように 
 したい 
・患者さんについて考えることで、患者さんを理解することにつながると思う 
・ボディーイメージの変容によって、どのような心理になるのか患者目線で考える事 



～看護学生から患者さまへのメッセージ～ 
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8月10日(金)横浜実践看護専門学校の看護学生さんの一部は姉妹校の横浜ｆカレッジにてカットを行いました。 
ヘアカットを行ったのは、横浜ｆカレッジの美容師養成を行っている、ビューティースタイリスト科の学生さんです。 

髪を切る前は看護学生さん、
ヘアカットをする学生さんも 
緊張した様子でしたが、カット
イベントが始まってからは、 
参加者同士の楽しい会話や 
笑顔が増えていきました。 

看護学生さんから 
「キレイの力」プロジェクトメンバーへ、 

ヘアドネーションの贈呈 
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「キレイの力」プロジェクト ミニカットイベントを実施 
  



～ヘアカットイベントに参加した看護学生からのメッセージ～ 
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～ヘアカットイベントに参加した美容師学生さんからのメッセージ～ 
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＜実施概要＞   

  2018年10月以降下記2ヶ所の施設へのチラシ設置、ウィッグを希望する女性を募集した。 
  全体で10名のがん治療中の女性へウィッグをお贈りすることができた。 
  ＊ウィッグの試着・贈呈期間：2018年10月末～2019年2月末 

＜ウィッグ贈呈施設と人数＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参加企業・団体＞ 

  主催 ） ＮＰＯ法人キャンサーリボンズ 
  パートナー）Ｐ＆Ｇパンテーン、株式会社スヴェンソン 
  寄付 ） 大鵬薬品工業株式会社/個人の寄付 
   
＜ヘアドネーション参加校＞ 

 独立行政法人国立病院機構岩国医療センター附属岩国看護学校、 

 国立病院機構岡山医療センター附属岡山看護助産学校、昭和大学医学部附属看護専門学校、 

 聖マリアンナ医科大学看護専門学校、東京純心大学看護学部看護学科、東都医療大学、 

 深谷大里看護専門学校、藤田保健衛生大学看護専門学校、横浜実践看護専門学校                                                  

                                                 計9校 （以上、五十音順） 

 

   

 

施設名 試着日 お渡し日 贈呈人数 

がん研究会有明病院 10月15日 11月12日 8名 

聖マリアンナ医科大学病院 2月8日 2月22日 2名 

合計 10名 

＜告知＞下記チラシを各施設に設置・配布、説明会ブース設置、 

       看護師等からのお声かけ   

チラシ 

ウィッグ贈呈活動 実施報告 

キレイの力プロジェクト第一期生の 
栗橋登志さんからいただいたメッセージを掲載 

覚悟はしているはずだった脱毛。 

鏡に映る凍った顔の私「もう笑顔は必要ないんだ」 

そう思いました。治療を懸命にして下さる病院に行くことさえ 

辛かった時にキレイの力プロジェクトの存在を知りました。 

元気になりたくて、病気を治したい一番の希望者は自分。 

応募のきっかけは「自分で歩むために力を貸して下さい」でした。

頂いたウイッグが自分の人生に新たな彩りを添えてくれました。 

笑顔と勇気が治療の継続と人との絆を深めてくれて、ちょっと 

気取ったオシャレは魔法のお薬と感謝しています。 

  
サポーターさんの想いがホッコリ・・・ 

このウイッグは貴方にも微笑み添えてくださいます。 

 

栗橋登志 
(乳がん体験者/しんゆりリボンズハウス副会長) 
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＜ウィッグ贈呈までの様子＞ 

看護学生が約半年間一生懸命ケアした 
髪の毛をまとめてスヴェンソンの 
ドイツの工場にて一度キレイにし、 
日本にてウィッグのご試着後に学生さんの 
ヘアドネーションを植え付けていきます。 

おひとりずつに合うウィッグを製作。 
贈呈当日も会場にて最後のウィッグ 
調整を行う 

ウィッグの製作後、待ちに待った 
ウィッグの贈呈を各病院にて実施 

＜ウィッグ贈呈様子＞ 

ウィッグをお贈りした皆さまから素敵な笑顔を頂きました！ 
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贈呈時には、皆様からいただいたメッセージを 
おひとりおひとりに、メッセージ集としてお渡しいたしました。 



＜贈呈者アンケート結果＞ 

（１）ウィッグ贈呈企画にご応募いただいたきっかけ 
                      （複数回答可） 

（４）「キレイの力」プロジェクトの認知度 
  

（２）脱毛して最も困ったこと（複数回答可） 

（６）通院している病院でのウィッグ試着・贈呈について 

約6割の方が病院内でのウィッグ試着・お渡しについて良いと回答 
 
（自由回答） 
＊いきなれた病院なのでわかりやすくて行きやすい 
＊慣れた場所だから 
＊道に迷ったりの苦労はしたくないので、慣れたところで助かります 
＊外に出たくなくて良いので体力なくてもチャレンジできる 
＊治療と並行して行えるので、いろんな負担を軽減でき大変有り難く思います 
 
＊病院が自宅から遠いため、もう少し近くの場所でできたら 
＊病院がとても行きにくい 

N=10 

N=10 

N=10 

（自由回答） 
＊外見がかわってしまい、外に出るのが嫌になってしまった。抜けはじめはすごくショックだった 
＊帽子をかぶっていると、頭が熱くなり辛い 
＊思っていた以上に治療や通院に出費がかかり、ウィッグまでは無理とあきらめて防止の準備しかできなかった 
＊カバーすることのできない外見の変化が自分も周りも一番対応に困る 
＊2ヶ月間の入院生活で体力がとても落ちてしまった(食事するのも疲れる )、突然の入院だったので、準備ができなかった 
＊今回脱毛は二回目となります。とにかくウィッグを準備しなければならないという現実がおっくうで仕方がありませんでした 
＊抗がん剤治療やカテーテル装着によって、生活面での不自由さが増え、外出時の活動がしにくくなったこと 
＊約10ヶ月治療をつづけていると、副作用でむくみがでてきて、特に足がひどくむくみ、足が曲げられない、ゆっくりしか歩けない等、 
 不自由なことが多い 
＊手術御まだ充分体力が回復していない時期からウィッグの準備や鹿への通院等忙しくなってしまい、発熱したり体調くずしてしまったこと。 
 情報がどこにあるのかわからず情報集めもたいへんでした 

（３）治療や通院､副作用対策において困ったこと 
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知らなかった, 
100% 

とても良い, 

40% 

良い, 20% 

どちらでもな

い, 10% 

あまり良くな

い, 10% 

良くない, 

10% 

N=10 

10% 

10% 

40% 

10% 

10% 

70% 

40% 

50% 

その他 

仕事を続けるのに差し支えがあった 

人目を必要以上に気にするように… 

子どもに心配や負担をかけた 

趣味ができなくなった 

外見の変化に気持ちが落ち込んだ 

行事に参加できなくなった 

外出できなくなった 

(その他：気をつかわれるのが嫌だった) 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

50% 

30% 

20% 

その他 

身内や知人が応募して 

身内や知人に聞いて 

雑誌 

テレビニュース 

キャンサーリボンズＨＰ 

病院内ちらし 

看護師に聞いて 

医師に聞いて 



（7）ウィッグを手にされてやりたいと思っていることなど 
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＊子どもの卒業式にオシャレをして行きたい 

 

＊体力が回復したら外出を楽しんでみたい 

 

＊前向きに治療し、自分治しを頑張ろうと思います。 

 

＊今まで通りの生活(仕事・プライベートの過ごし方) 

 

＊仕事はこれまで通り続けていきたい 

 

＊ウィッグやメイクをしておしゃれをして主人と軽井沢や伊豆へ行き、写真を撮ってもらいたい。  

 友人とテニスも再開したい。 

 

＊外に出られる自由さを実感したい。 

 

＊子どもの卒業式に参加して、子どもの笑顔がみたいです。 

 元気になった姿を見せて、子どもに安心してもらいたいです。 



ウィッグをお贈りした患者さんからの 
直筆メッセージ 
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